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　伊豆大島火山は伊豆-マリアナ弧の火山フロント上に位置する活動的な火山である．本研究対象である

1986年の噴火は，伊豆大島火山で最新のマグマ噴火である．この噴火は11月15日より山頂火口(A火口)からの

ストロンボリ式噴火から始まり，20日には一旦静穏化したが，21日16時頃よりカルデラ内に新しい割れ目火

口群(B火口群)が開き，爆発的な割れ目噴火を開始した．さらに，B火口噴火発生のおよそ20分後に，外輪山に

割れ目火口群(C火口群)が開き，割れ目噴火を開始した(遠藤ほか, 1988)．A火口噴火の噴出物は玄武岩質であ

るのに対し，B・C火口噴火の噴出物は安山岩質であり，両者の化学組成が明瞭に異なることから，AとB・Cマ

グマの供給源が異なっていたと考えられている(例えば，荒牧・藤井, 1988)．しかし，これらのマグマを生じ

たプレ噴火プロセスの詳細については未だ理解不十分である．そこで本研究では，伊豆大島火山1986年Aおよ

びB火口噴火で噴出したスコリアについて，全岩，斜長石斑晶とそのメルト包有物および石基ガラスの化学組

成分析を行い，AおよびBマグマのプレ噴火プロセスについて検討した． 

　【研究手法】本研究では，伊豆大島火山のカルデラ内で採取したAおよびB火口由来のスコリアを研究試料と

して用い，これらについて全岩化学組成分析と，斜長石斑晶およびこれに含まれるメルト包有物，石基ガラス

の化学組成分析を行った．スコリアの全岩化学組成の分析には，東京大学地震研究所のXRF(RIGAKU ZCX

primus Ⅱ)を使用し，斜長石および斜長石中に含まれるメルト包有物，石基ガラスの化学分析には，東京大学

地震研究所のEPMA(JEOL8800R)を使用した． 

　【結果】A，Bスコリアの全岩主成分化学組成は，先行研究で報告された値と一致した．A，Bスコリア間

で，全岩微量化学組成に差異は見られなかった．A，B斜長石の間で，An#[=100Ca/(Ca+Na)]の幅はほぼ同等

であり，FeO，MgO，K2O含有量についてもほぼ一致した値を示した．A斜長石中のメルト包有物は，SiO2含

有量が約55～57wt.%の安山岩質であり，玄武岩質のものは確認できなかった．一方，B斜長石中のメルト包有

物は，SiO2含有量が約50～60wt.%の玄武岩質～安山岩質であり，幅広い組成バリエーションが見られた．さ

らに，B斜長石中のメルト包有物には，硫黄に富み，SiO2に乏しいメルト

(SO3～0.12-0.3wt.%，SiO2～49-53wt.%)と，硫黄に乏しく，SiO2に富むメルト(SO3＜

0.12wt.%，SiO2～53-60wt.%)が認められた．B斜長石中のメルト包有物の主成分元素について多変量解析を

行った結果，その幅広い組成変化は，玄武岩質と安山岩質の2つのメルト端成分の混合とホスト斜長石の成長

により説明でき，A，Bスコリアの石基ガラスとA斜長石中のメルト包有物も，この2成分メルト混合で説明で

きることがわかった． 

　【考察】A，Bスコリア間で全岩微量元素組成がほぼ一致することから，A，Bマグマは同一の親マグマ起源

であると考えられる．A，B斜長石の間で化学組成がほぼ一致することと，A斜長石中のメルト包有物の化学組

成が，B斜長石中のメルト包有物の化学組成範囲内に含まれることから，A斜長石とB斜長石は同一起源である

と考えられる．さらに，A斜長石中のメルト包有物には，Aスコリアの石基ガラスと異なる組成を示すものがあ

る．これらの事実から，Aマグマ中の斜長石が，Bマグマ溜まり内で形成されたものであることが示唆され

る．これは，親マグマが火道内を上昇する際にBマグマ溜まりのマッシュ部分に貫入し，B斜長石を取り込んだ

ためであると考えられる．したがって，Aマグマは，親マグマ中にB斜長石および粒間メルトを取り込んだこと

で形成され，この際に発生した過剰圧により，B火口噴火がトリガーされた可能性がある． 
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　本研究では，Sに富みSiO2に乏しいメルトが，B斜長石中のメルト包有物として複数見つかった．これらの

メルトは，他のメルト包有物と比べて明らかにSに富むことから，より深部のマグマ溜まり内で斜長石に捕獲

されたものと考えられる．Bマグマ中にこのメルト包有物が見られたことは，Bマグマに深部マグマ溜まりから

マグマが供給されていたことを示唆する．1986年噴出物中のメルト組成が，このSに富むメルトとB火口由来

の安山岩メルトとの混合で説明できることから，Bマグマは，深部メルトの供給・マグマ混合と結晶分化作用

を繰り返して形成されたと考えられる．
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